
高
橋
佑
輔
・
日
本
生
産
性
本
部
主
任
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
話

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
デ
ー
タ
分
析
が
注
目
を
集
め

て
い
る
背
景
に
は
、
技
術
革
新
な
ど
で
デ
ー
タ
が
取

り
や
す
く
な
り
、
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
リ

ア
ル
の
世
界
の
こ
と
を
相
当
程
度
、
予
測
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
時
代
の
不

確
実
性
が
増
し
て
い
る
な
か
で
、
デ
ー
タ
分
析
は
勘

や
経
験
、
直
感
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
営
の

「
意
思
決
定
の
補
助
線
」
と
な
り
う
る
。

　
デ
ー
タ
の
良
い
点
は
、経
験
や
勘
と
違
っ
て
、目
に

見
え
て
、
共
有
し
や
す
い
こ
と
だ
。
様
々
な
人
々
と

議
論
す
る
際
の
立
脚
点
や

土
台
と
し
て
、
デ
ー
タ
分

析
の
結
果
を
活
用
す
る
こ

と
で
「
共
創
」が
図
れ
る
。

　
デ
ー
タ
分
析
が
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
分
析
に
注

目
し
て
い
る
の
は
大
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
り
、

そ
の
は
ざ
ま
で
中
堅
・
中
小
企
業
は
埋
没
し
か
ね
な

い
状
況
に
あ
る
。
中
小
企
業
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る

生
産
性
向
上
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
中
小
企
業
に
お
け
る
デ
ー
タ
分
析
に
お
い
て
は
、

分
析
を
進
め
る
前
の
段
階
で
、
デ
ー
タ
を
ど
う
集
め

る
か
、デ
ー
タ
を
ど
う
使
う
か
を
考
え
る
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
分
析
は
難
し
い
と
い
う
心
理
的
抵
抗
感
を
ど

う
排
除
す
る
か
が
重
要
と
な
る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
分
析
は
経
営
の
一
手
段
に
す
ぎ
な

い
の
で
、
そ
れ
を
主
役
に
し
て
は
い
け
な
い
。ま
ず
、

デ
ー
タ
分
析
か
ら
入
る
の
で
は
な
く
、
自
社
の
強
み

や
戦
略
を
し
っ
か
り
押
さ
え
た
う
え
で
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
を
特
定
し
て
い
く
こ
と
を
丁

寧
に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　
重
要
な
の
は
デ
ー
タ
分
析
で
は
な
く
、
組
織
と
し

て
デ
ー
タ
分
析
を
重
視
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思

決
定
を
行
う
「
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
経
営
」
だ
。
デ
ー

タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
と
行
動
を
繰
り
返
し
て
い
く

こ
と
は
、
普
通
に
経
営
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
と

同
じ
だ
。
例
え
ば
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
は
、
毎
日
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、
お
客
様
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
日
々
、
改
善
す
る
と
い
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
活
動
だ

け
で
も
、
初
期
の
段
階
で
は
十
分
な
効
果
は
あ
る
は

ず
だ
。
デ
ー
タ
自
体
が
な
い
中
小
企
業
も
多
い
が
、

公
開
デ
ー
タ
か
ら
で
も
分
析
は
で
き
る
し
、
エ
ク
セ

ル
で
で
き
る
範
囲
で
も
分
析
は
で
き
る
。
中
小
企
業

で
は
、
社
内
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
い
る

必
要
は
な
く
、
自
社
の
経
営
課
題
を
し
っ
か
り
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
必
要
だ
。

　
今
回
の
参
加
者
に
は
「
デ
ー
タ
分
析
で
出
て
き
た

結
果
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
、
最
後
は
皆
さ
ん
の
直
感

を
信
じ
て
ほ
し
い
。
デ
ー
タ
分
析
は
あ
く
ま
で
も
補

助
線
で
あ
り
、
デ
ー
タ
分
析
は
万
能
で
は
な
い
」
と

伝
え
て
い
る
。

亀
本
健
介
・
広
島
県
商
工
労
働
局
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー
ム
中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
支
援
担
当
課
長
の
話

　
中
小
企
業
の

活
動
を
支
援
し

て
い
く
う
え
で

何
が
一
番
課
題

な
の
か
を
検
討

し
た
際
に
、

県
内
の
総
生
産
の
７
割
を
占
め
る
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
支
援
が

議
論
に
な
っ
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
従
業
員
１
人
当

た
り
の
付
加
価
値
額
は
製
造
業
に
比

べ
て
低
い
傾
向
に
あ
り
、
従
来
か
ら

広
島
県
で
も
、
卸
・
小
売
業
、
宿
泊

業
、
飲
食
業
な
ど
に
お
け
る
現
場
改

善
の
取
り
組
み
な
ど
を
支
援
し
て
き

た
が
、国
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

学
識
経
験
者
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
の

利
活
用
が
重
要
だ
と
の
意
見
が
多
く
出

て
、
平
成
�
年
度
か
ら
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用

に
関
す
る
取
り
組
み
の
支
援
を
進
め
て

き
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
簡
単
に
取
り
組
め
る

デ
ー
タ
活
用
、
現
場
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
売
上
拡
大
、
業
務
改
善
・
在
庫
管

理
を
始
め
る
た
め
の
デ
ー
タ
活
用
の
取

り
組
み
、
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
思
考

法
な
ど
の
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
き
た
が
、
今
年
度
は
、
デ
ー
タ
の

活
用
・
分
析
に
し
ぼ
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

　
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化

や
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
会

社
の
経
営
戦
略
の
見
直
し
な
ど
に
取

り
組
み
た
い
企
業
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
を
意
図
し
て
、
３
コ
ー
ス
を

設
定
し
、
各
コ
ー
ス
�
人
前
後
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。
３
コ
ー
ス

と
も
、
豊
富
な
事
例
紹
介
や
、
参
加

者
に
よ
る
演
習
な
ど
も
含
ま
れ
た
実

践
的
な
内
容
と
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
デ
ー
タ
活
用

に
関
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
」
「
従

来
は
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
が
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
声

を
聞
い
て
い
る
。
高
橋
コ
ン
サ
ル
の
指

導
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
エ
ク
セ
ル
を

活
用
し
た
演
習
が
好
評
で
、
実
践
的
で

役
に
立
つ
講
座
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
中
小
企
業
の
付
加
価
値
向

上
を
通
し
て
広
島
県
の
産
業
振
興
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
。

「新規データの収集・活用コース」の概要

第
１
回

マーケティング・サイエンス　最初の一歩
　マーケティングの基本／オープンデータの活用／競
争優位性とポジショニングの考え方

第
２
回

挑戦　売れる法則の見える化
　顧客単価アップのための相関分析／キャンペーン効
果測定のための検定　

第
３
回

サービスの磨き込みで差をつける　アンケート分析①
　改善点を見つけるための満足度調査／ピボット分析

第
４
回

サービスの磨き込みで差をつける　アンケート分析②
　回帰分析／調査・分析から改善へのＰＤＣＡサイク
ル構築他

第
５
回

まだまだ出来るデータ分析
　コンジョイント分析で商品開発／サービス・プロフ
ィット・チェーン理論他

　
広
島
県
商
工
労
働
局
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー

ム
の
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
支
援
担
当
で
は
、
デ

ー
タ
活
用
に
よ
る
売
上
拡

大
や
業
務
改
善
を
目
指
す

中
小
企
業
を
対
象
に
、
８

月
か
ら
�
月
に
か
け
て
、

「
デ
ー
タ
活
用
・

分
析
セ
ミ
ナ
ー
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
た
。

　
「
中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
支
援

担
当
」
で
は
、
創

業
希
望
者
や
、
自
社
の
経

営
課
題
を
解
決
し
た
い
中

小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

対
象
に
、
様
々
な
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
「
令

和
３
年
度
広
島
県
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上

支
援
事
業
」
と
し
て
実
施

さ
れ
（
参
加
費
は
無
料
）、

取
り
組
み
た
い
課
題
や
デ

ー
タ
活
用
の
レ
ベ
ル
別
に

三
つ
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
た
。

　
入
門
レ
ベ
ル
の
「
既
存

デ
ー
タ
等
の
分
析
・
活
用

コ
ー
ス
」
（経
営
戦
略
論
、

全
６
回
）
で
は
、
自
社
の

既
存
デ
ー
タ
（
会
計
デ
ー

タ
等
）
や
入
手
可
能
な
デ

ー
タ
（
公
開
デ
ー
タ
等
）

を
分
析
・
活
用
す
る
手
法

の
演
習
を
行
う
。
自
社
の

課
題
に
応
じ
た
業
務
の
効

率
化
や
、
経
営
戦
略
を
ベ

ー
ス
と
し
た
付
加
価
値
向

上
に
取
り
組
み
た
い
企
業

を
対
象
と
し
た
。

　
入
門
か
ら
応
用
実
践
レ

ベ
ル
の
「
新
規
デ
ー
タ
の

収
集
・
活
用
コ
ー
ス
」（マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
全
５

回
）
で
は
、
自
社
の
課
題

に
応
じ
て
、
簡
単
な
方
法

（
ア
ン
ケ
ー
ト
や
広
告
に

お
け
る
ロ
グ
、
公
開
デ
ー

タ
等
）
と
、

そ
の
デ
ー
タ

を
用
い
た
分

析
の
演
習
を

行
う
。
デ
ー

タ
の
活
用
で

売
上
拡
大
や

業
務
効
率
化

な
ど
を
目
指

し

て

い

る

が
、
デ
ー
タ

の
収
集
・
蓄

積
が
ま
だ
十

分
で
な
い
企

業
や
、
デ
ー

タ
を
使
う
こ
と
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
を

学
び
た
い
企
業
を
対
象
と

し
た
。

　
応
用
実
践
レ
ベ
ル
の

「
蓄
積
デ
ー
タ
の
分
析
・

活
用
コ
ー
ス
」
（全
４
回
）

で
は
、
自
社
が
収
集
・
蓄

積
（
今
後
の
実
施
予
定
も

含
む
）
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
を
用
い
た
、
顧
客
接

点
の
機
会
創
出
を
重
視
し

た
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
分
析
の
演
習
を
行
う
。

Ｐ
Ｏ
Ｓ
、
Ｅ
Ｃ
、
顧
客
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、
よ
り
顧
客
視
点
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
見
直

し
や
業
務
の
効
率
化
に
取

り
組
み
た
い
企
業
を
対
象

と
し
た
。

　
日
本
生
産
性
本
部
の
高

橋
佑
輔
・
主
任
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
担
当
し
た

「
新
規
デ
ー
タ
の
収
集
・

活
用
コ
ー
ス
」
で
は
、
飲

食
・
宿
泊
・
小
売
業
向
け

に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

基
本
、
売
上
ア
ッ
プ
に
向

け
た
デ
ー
タ
活
用
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
デ
ー
タ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
、
公

開
デ
ー
タ
を
使
っ
た
商
圏

分
析
、
エ
ク
セ
ル
を
使
っ

た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
分
析

や
相
関
分
析
、
ア
ン
ケ
ー

ト
分
析
の
方
法
な
ど
を
説

明
し
た
（
表
参
照
）
。

　
各
コ
ー
ス
共
通
の
特
典

と
し
て
、
具
体
的
に
取
り

組
み
た
い
自
社
の
課
題
に

つ
い
て
、
講
師
に
直
接
、

相
談
で
き
る
「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
」
を
設
け
た
。
デ

ー
タ
活
用
に
よ
る
課
題
解

決
に
本
気
で
取
り
組
む
意

欲
が
あ
り
、
講
師
が
担
当

す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
す
べ
て

参
加
し
た
企
業
が
対
象

で
、
１
社
あ
た
り
３
回
程

度
、
相
談
で
き
る
。

　
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

制
度
に
関
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
販
売
促
進

施
策
の
相
談
や
、
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
人
事
系
の
ア

プ
リ
開
発
の
相
談
な
ど
が

講
師
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。

　
　
　
　

◇

　
記
事
の
問
い
合
わ
せ
は

日
本
生
産
性
本
部
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
電
話
�

（
３
５
１
１
）
４
０
６
０

ま
で
。


